
令和5年1月号 令和5年1月号
1819

市
町
村
交
通
災
害
共
済
に

ご
加
入
く
だ
さ
い
！

　
町
で
は
、交
通
事
故
で
の
け
が
の
治
療
や
ご

遺
族
へ
の
お
見
舞
い
を
目
的
と
し
た「
市
町
村

交
通
災
害
共
済
」の
加
入
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

加
入
を
希
望
す
る
方
は
、加
入
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、会
費
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

加�

入
で
き
る
方
／
町
内
に
居
住
し
住
民
登
録
を

し
て
い
る
方
、ま
た
は
そ
の
方
の
被
扶
養
者

で
修
学
の
た
め
町
外
に
転
出
し
て
い
る
方

共
済
会
費
／
年
額
1
人
5
0
0
円

共�

済
期
間
／
令
和
5
年
4
月
1
日
～
令
和
6
年

3
月
31
日

※�

4
月
1
日
以
後
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、申

込
日
の
翌
日
か
ら
令
和
6
年
3
月
31
日
ま
で

加
入
受
付
場
所
･
期
間

○�

生
活
環
境
エ
コ
タ
ウ
ン
課（
役
場
2
階
）・2

月
1
日
㈬
か
ら
受
付

○�

郵
便
局・2
月
1
日
㈬
か
ら
12
月
末
日
ま
で

随
時
受
付

○
各
区・2
月
、3
月
の
指
定
期
間

　
（
区
の
取
り
扱
い
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
）

問
生
活
環
境
エ
コ
タ
ウ
ン
課

　
（

内
線
2
2
1
･
2
2
2
）

対�

健
康
状
態
が
良
好
で
、徒
歩
に
よ
る
公
園
内

の
周
遊
が
可
能
な
方

募
集
人
数
／
若
干
名

内�

鉢
形
城
公
園
や
歴
史
館
内
で
、歴
史
･
文
化

や
施
設
の
概
要
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ガ
イ
ド
は
、ご
自
身
の
都
合
に
合
わ
せ

て
行
え
ま
す
。

応�

募
方
法
／
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、1
月
31
日
㈫
ま
で
に
歴
史
館
へ
郵
送
、

ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。応
募
用
紙
は

歴
史
館
に
備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

他�

2
月
以
降
に
、鉢
形
城
の
歴
史
や
ガ
イ
ド
心

得
等
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

問
鉢
形
城
歴
史
館（

5
8
6
･
0
3
1
5
）

開
催
し
ま
す
！

調
査
研
究
発
表
会

古
文
書
か
ら
見
え
て
き
た

北
条
氏
邦
の
鉢
形
領
を
支
え
た
人
び
と

　

鉢
形
歴
史
研
究
会
で
は
、鉢
形
領
内
の
戦
国

武
将
の
調
査
研
究
と
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
調
査
研
究
発
表

会
を
開
催
し
ま
す
。

日�

2
月
19
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

場
秩
父
歴
史
文
化
伝
承
館

内�

発
表
報
告「
三
山
谷
城
砦
群
に
関
す
る
新
視

点
」、「
鉢
形
領
の
経
済
学
Ⅱ
―

古
文
書
か
ら

読
み
解
く
激
動
期
の
通
貨
政
策
―
」、「
花
園

城
鉄て

っ
ぽ
う炮

伝
来
伝
承
を
検
証
す
る
―
吉
田
家
文

書
と
の
関
連
で
―
」（
発
表
会
員
3
人
）

講
演
／「
北
条
氏
邦
と
秩
父
氏
･
藤
田
氏
」

講
師
／
駒
沢
大
学
准
教
授
･
浅
倉
直
美
氏

演
武
／
戸
田
派
武
甲
流
薙な

ぎ
な
た刀

術

総�

括
／
当
会
指
導
者
･
梅
沢
太
久
夫
氏「
史
料

集
刊
行
を
終
え
て
―
史
料
の
保
存
と
活
用
に

つ
い
て
―
」

費
5
0
0
円（
資
料
代
）

他�

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
鉢
形
歴
史
研
究
会
事
務
局
･
冨
田
靖
雄
さ
ん

　
（

0
9
0
･
1
9
9
6
･
9
5
3
5
）

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

交
通
事
故
被
害
者
の
家
族
へ
の
援
護
金

　
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、県
内
在
住

の
交
通
遺
児
等（
※
）を
対
象
に
援
護
金
を
給
付

し
て
い
ま
す
。

※�

交
通
事
故
に
よ
り
保
護
者
が
死
亡
、ま
た
は

重
い
障
害
を
負
っ
た
保
護
者
に
養
育
さ
れ
て

い
る
子
ど
も
を
い
い
ま
す
。

給�

付
対
象
／
次
の
表
に
掲
げ
る
世
帯
に
属
す
る

交
通
遺
児
等
で
、平
成
16
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方

給�

付
額
／
子
ど
も
1
人
に
つ
き
10
万
円（
1
回

の
み
）

給�

付
時
期
／
5
月
上
旬（
4
月
末
ま
で
に「
給
付

決
定
通
知
書
」を
送
付
し
ま
す
）

提
出
期
限
／
1
月
31
日
㈫

提�
出
先
／
み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和
支
店（
さ

い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
2
―

6
―

18
、

0
4
8
･
8
2
2
･
0
1
9
1
）に
郵
送
、ま

た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

他�

申
請
書
は
、町
の
生
活
環
境
エ
コ
タ
ウ
ン
課
、

福
祉
課
、教
育
総
務
課
に
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
。

問
埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会

　
（

0
4
8
･
8
3
0
･
2
0
1
1
）

町
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
！

住
宅
名

【
1
】漆
原
住
宅
北
棟（
桜
沢
1
1
8
0
―
1
）

【
2
】漆
原
住
宅
南
棟（
桜
沢
1
1
8
0
―
1
）

【
3�

】中
道
西
住
宅
南
棟（
寄
居
1
2
5
―
1
）

戸
数

【
1
】�2
戸（
2
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
）、3
Ｌ

Ｄ
Ｋ
）

【
2
】�2
戸（
2
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
）、3
Ｌ

Ｄ
Ｋ
）

【
3
】2
戸（
2
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

対
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方

共
通
要
件

①
世
帯
の
総
収
入
が
一
定
の
基
準
を
超
え
な
い

こ
と
、②
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
が
あ

る
こ
と
、③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
こ
と
、④
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
、⑤

申
込
者
本
人
を
含
め
た
同
居
世
帯
員
が
暴
力
団

員
で
は
な
い
こ
と

個
別
要
件

2�

Ｌ
Ｄ
Ｋ（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
）に
申
し
込
む
場
合

…
2
人
以
上
の
世
帯
で
車
イ
ス
等
を
利
用
し

て
い
る
方
が
い
る
こ
と

そ�

の
他
の
部
屋
に
申
し
込
む
場
合
…
2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

は
2
人
以
上
の
世
帯
、3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
は
3
人
以

上
の
世
帯
で
あ
る
こ
と

募
集
期
間
／
1
月
31
日
㈫
ま
で

※
土
･
日
曜
日
、祝
日
を
除
く

他
募
集
案
内
は
、建
設
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
建
設
課（

内
線
2
3
5
）

募
集
し
ま
す
！

鉢
形
城
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
案
内
人

　
国
指
定
史
跡
の
鉢
形
城
跡
の
見
学
者
を「
お

も
て
な
し
の
心
」で
迎
え
、鉢
形
城
の
魅
力
を
紹

介
す
る
ガ
イ
ド「
鉢
形
城
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
案
内

人
」を
募
集
し
ま
す
。

応
募
受
付
場
所
／
鉢
形
城
歴
史
館

随時情報発信中！

Facebook Instagram Twitter

寄居町公式SNS

給付対象の
子どもの人数

同居世帯の
総所得額

1人 274万円以下
2人 312万円以下
3人 350万円以下
4人 388万円以下
5人以上 426万円以下

募
集
し
ま
す
！

自
衛
官
候
補
生

自
衛
官
候
補
生

受
付
期
間
／
2
月
10
日
㈮
ま
で

対�

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上
33
歳
未
満

の
方（
採
用
予
定
月
の
1
日
現
在
）

試�

験
日
／
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験
2
月
17
日
㈮
か
18
日

㈯
の
う
ち
1
日

　

�

口
述
試
験
等
2
月
23
日（
木
･
祝
）か
24
日

㈮
の
う
ち
1
日

他�

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地
域
事

務
所（

5
2
2
･
4
8
5
5
）

お
出
か
け
く
だ
さ
い
！

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ（
認
知
症
カ
フ
ェ
）と
は
、

認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る「
通
い
の
場
」

で
、認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、地
域
の
方
な
ど

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

お
城
de
カ
フ
ェ

日�

毎
月
第
3
木
曜
日
、午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

場�

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー（
ユ
ウ
ネ
ス
）

定
15
人（
申
込
順
）

申��

問
事
前
に
、大
里
広
域
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
寄
居
町
社
会
福
祉
協
議
会（

5
8
1
･
8
5
4
8
）へ
。

カ
フ
ェ
よ
り
い
処

日�

毎
月
第
4
火
曜
日
、午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

場�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
よ
り
い

　
（
用
土
1
3
3
―

1
）

定
10
人（
申
込
順
）

申���

問
事
前
に
、大
里
広
域
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
埼
玉
よ
り
い
病
院（

5

 

8

 
4
 ･ 

0
0
6
2
）へ
。

共
通

費
1
人
1
0
0
円

介
護
3
～
5
の
方
、ま
た
は
そ
の
方
を
扶
養
し

て
い
る
親
族
の
方
は
、障
害
者
控
除
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。福
祉
課
で
発
行
す

る「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」を
確
定
申
告

の
際
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申�

請
時
に
持
参
す
る
も
の
／
①
、②
共
に
被
保

険
者
証
等
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
、印
鑑

（
朱
肉
を
つ
け
て
押
す
も
の
）

※�

申
請
か
ら
交
付（
発
送
）ま
で
約
1
週
間
か
か

り
ま
す
。確
定
申
告
に
必
要
な
場
合
は
早
め

の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
①
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
介
護
保
険
課

　
（

5
0
1
･
1
3
3
0
）

　
大
里
広
域
寄
居
介
護
保
険
事
務
所

　
（
福
祉
課
内

内
線
1
2
3
･
1
2
4
）

問
②
福
祉
課（

内
線
1
2
3
･
1
2
4
）

開
催
し
ま
す
！

司
法
書
士
に
よ
る
親
族
後
見
人
相
談
会

　

寄
居
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、埼

玉
司
法
書
士
会
協
力
の
も
と
、親
族
後
見
人
が

家
族
の
支
援
を
適
切
に
行
え
る
よ
う
司
法
書
士

に
よ
る
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
2
月
28
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午

場
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー（
ユ
ウ
ネ
ス
）

　
2
階
大
会
議
室

対�

〇
成
年
後
見
人
･
保
佐
人
･
補
助
人
を
務
め

て
い
る
町
内
在
住
の
親
族
後
見
人�

〇
町
内

在
住
の
成
年
被
後
見
人
･
被
保
佐
人
･
被
補

助
人
を
支
援
し
て
い
る
親
族
後
見
人

定
8
組（
申
込
順
）�

内�

書
類
の
作
成
方
法
や
後
見
活
動
の
手
続
き
方

法
等
の
相
談

費
無
料

他
相
談
時
間
は
1
組
30
分
で
す
。

申�

問
1
月
16
日
㈪
～
2
月
14
日
㈫
に
、寄
居
町

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー（
寄
居
町
社
会
福

祉
協
議
会
内
、
5
0
1・7
0
2
7
）へ
。

お
出
か
け
く
だ
さ
い
！

か
わ
は
く
イ
ベ
ン
ト

冬
期
企
画
展「
土
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

日
1
月
21
日
㈯
～
3
月
5
日
㈰

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

場
第
2
展
示
室

内�

土
の
成
り
立
ち
や
土
に
欠
か
せ
な
い
生
き
も

の
な
ど
か
ら「
土
」を
ひ
も
と
き
、土
を
な
が

め
て
み
ま
す
。

入�

館
料
／
一
般
4
1
0
円
、高
校
生
以
上

2
0
0
円（
中
学
生
以
下
、障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
方
と
そ
の
介
助
者
1
人
は
無
料
）

問
県
立
川
の
博
物
館（

5
8
1
･
7
3
3
3
）

助
産
師
に
よ
る

個
別
マ
タ
ニ
テ
ィ
レ
ッ
ス
ン

日
2
月
6
日
㈪
①
午
後
1
時
30
分
～
、

　
②
午
後
2
時
45
分
～

　
2
月
24
日
㈮
①
午
前
9
時
30
分
～
、

　
②
午
前
10
時
45
分
～

場
役
場
2
階
す
く
す
く
テ
ラ
ス

対�

町
内
在
住
の
妊
婦
と
そ
の
同
居
家
族
1
人

定
各
回
と
も
1
組（
申
込
順
）

内
1
時
間
程
度
の
個
別
の
母
親
学
級

申�

問
事
前
に
、す
く
す
く
テ
ラ
ス（

5

 
8
 
0
 ･ 

4
0
4
0
）へ
。

介
護
保
険
要
介
護
認
定
者
の

所
得
控
除
に
つ
い
て

①
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

　

確
定
申
告
の
際
、お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

を
受
け
る
場
合
は
、医
師
が
発
行
す
る「
お
む
つ

使
用
証
明
書
」が
必
要
で
す
。た
だ
し『
介
護
保

険
法
』に
よ
る
要
介
護
認
定
を
受
け
て
お
む
つ

を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
で
、次
の
す
べ
て
の
要

件
を
満
た
す
場
合
に
は
、証
明
書
に
代
え
て
大

里
広
域
市
町
村
圏
組
合
が
発
行
す
る「
お
む
つ

使
用
確
認
書
」で
も
医
療
費
控
除
の
対
象
と
認

め
ら
れ
ま
す
。

○�

要
介
護
認
定
有
効
期
間
が
令
和
4
年
中
に
あ

る
こ
と

○�

要
介
護
認
定
の
た
め
の
主
治
医
意
見
書
で
寝

た
き
り
状
態
に
あ
り
、尿
失
禁
の
発
生
可
能

性
が
確
認
で
き
る
こ
と

○�

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
2

年
目
以
降
で
あ
る
こ
と（
初
め
て
の
方
は
医

師
が
発
行
す
る「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」が
必

要
で
す
）

②
障
害
者
控
除

　
65
歳
以
上（
令
和
4
年
12
月
31
日
現
在
）の
要

寄居町×ブータン王国　小学生間交流
オンライン交流を実施しました！

町では、東京2020オリンピックのブータン
王国陸上競技のホストタウンとして、同国
とさまざまな交流を行ってきました。これま
での交流により、築いてきたつながりを今
後のレガシーとして残していくため、11月
7日、ブータン王国と寄居町をオンラインで
結ぶ交流を行いました。
この交流には、鉢形小学校6年生の児童43
人と、同等の学年に当たるブータン王国の
L
ロ セ リ ン

oselling�M
ミ ド ル

iddle�S
セ カ ン ダ リ ー

econdary�Sc
ス ク ー ル

hoolの児
童34人が参加し、Zoomにより簡単なゲー
ム等を通して、お互いの文化を紹介し合い
ました。また、通訳として、ボランティア組
織の｢ブータンサポーター｣にも協力してい
ただきました。
問総合政策課( 内線462）

0120･048･392寄居町防災行政無線テレホンサービス581･2121（代表）寄居町役場
日時日 場所場 対象対 定員定 持ち物持 内容内 費用費 申し込み申 その他他 問い合わせ問
電話 メールHPホームページFAX ファックス


